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ピオーラちゃん

社
協
は
、
地
域
福
祉

（
助
け
合
い
の
地
域
づ
く
り
）
に

　
　
取
り
組
む
団
体
で
す
！

にこにこ　いきいき　みんなでつくろう　やさしいまち

　
本
会
で
は
、
集
会
所
な
ど
身
近
な
場

所
で
行
う
、
住
民
手
づ
く
り
の
集
い

の
場
「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

を
推
進
し
て
お
り
、
現
在
市
内
で
65
サ

ロ
ン
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
で
顔
を
合
わ
せ
、
声
を
か
け
合

っ
た
り
、
体
を
動
か
し
た
り
、
楽
し
み

を
も
つ
こ
と
は
、
地
域
の
絆
を
深
め
、

健
康
寿
命
を
延
ば
す
元
気
の
源
に
な
り

ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
地
域
に
サ
ロ
ン
が
広
が

る
よ
う
に
、
本
会
で
は
、
サ
ロ
ン
立
ち

上
げ
に
関
す
る
相
談
や
活
動
助
成
金
の

交
付
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た

の
地
区
で
も
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ

ン
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

始
め
て
み
ま
せ
ん
か

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

サロンあいあい453（上市）　お手玉とボウルを使った玉入れゲームの様子
よこみ

社協だより社協だより
にいみにいみ

令和５年５月発行

第110号



・
福
祉
大
会
の
開
催

・
福
祉
情
報
の
発
信
（
社
協
だ
よ
り
・
　

　Facebook

・
ま
い
ぷ
れ
等
）

・
社
協
会
員
の
加
入
促
進

・
赤
い
羽
根
共
同
募
金･

歳
末
た
す
け
あ

　
い
募
金
運
動

・
小
学
生
向
け
福
祉
教
育
（
ち
ょ
ボ
ラ
）

・
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
（
中
高
生
対

　
象
）

・
出
前
福
祉
教
室

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業

・
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業

・
手
話
講
座

・
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
、
ひ
だ
ま

　
り
サ
ロ
ン
の
推
進

・
子
育
て
支
援
事
業

・
福
祉
委
員
設
置･

活
動
支
援

・
独
居
高
齢
者
宅
戸
別
訪
問
事
業

・
友
愛
訪
問
事
業

・
地
域
さ
さ
え
あ
い
推
進
事
業
（
生
活
支

　
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業
）

・
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
支
援
・
組

　
織
強
化

・
無
理
し
な
い
地
域
づ
く
り
講
座
の
開
催

・
な
ん
で
も
相
談
会
の
開
催

・
心
配
ご
と
相
談
・
法
律
相
談

・
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

・
法
人
後
見
・
権
利
擁
護
推
進
事
業

・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

・
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

１
．
介
護
保
険
事
業
・
日
常
生
活
支
援

　
　
総
合
事
業

・
居
宅
介
護
支
援
事
業

・
訪
問
介
護
事
業

・
通
所
介
護
事
業

・
訪
問
入
浴
介
護
事
業

２
．
障
害
者
居
宅
介
護
支
援
事
業

・
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
障
害
者
移
動
支
援
事
業

・
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
障
害
児
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
障
害
者
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

３
．
生
活
支
援
事
業

・
新
見
市
産
後
・
子
育
て
支
援
ヘ
ル
パ
ー

　
訪
問
事
業

・
介
護
者
の
つ
ど
い･

く
つ
ろ
ぎ
の
家

・
ピ
オ
ー
ラ
カ
フ
ェ

そ
の
他
、
社
会
福
祉
士
・
介
護
福
祉
士

な
ど
の
実
習
受
入
に
よ
る
人
材
育
成
・

福
祉
団
体
の
活
動
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
地
域
福
祉
推
進
事
業

■
介
護
保
険
・
生
活
支
援
事
業

福
祉
の
心
を
育
て
よ
う 

と
も
に
支
え
あ
お
う 

福
祉
環
境
の
充
実
を
図
ろ
う

令和５年度　事業計画令和５年度　事業計画
にこにこ　いきいき　みんなでつくろうやさしいまち
～地域共生社会の実現に向けて～

１．福祉の心を育てよう　２．ともに支えあおう
３．福祉環境の充実を図ろう

　新型コロナウイルスの発生から４年目を迎え、社会全体の動きもウイズコロナに向かって、
経済活動や人の交流が次第に発生前の日常に戻りつつあるところです。
　こうした状況下ではありますが、本会では、令和５年度も引き続き感染症予防対策を徹底
しながら、このコロナ禍の３年間で浮き彫りになった生活困窮者の増加や、社会的孤立、引
きこもりなどの課題解決に向けて、地域住民や関係機関等と連携し、地域福祉を推進する中
核的な機関として積極的に取り組み、誰もが支え合いながら安心して暮らすことができる「と
もに生きる豊かな地域社会」づくりを推進してまいります。
　また、令和５年度は、第３次新見市地域福祉活動計画の最終年に当たり、本計画に定めた
基本理念「にこにこ　いきいき　みんなでつくろうやさしいまち～地域共生社会の実現に向
けて～」の達成に向けて、３つの基本目標に基づいて各事業の推進を図るとともに、これらの
各事業を念入りに評価し、令和６年度からの第４次新見市地域福祉活動計画の策定に取り組
んでまいります。

基本理念

基本目標

基本方針
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●支出総額　374,614千円

令和５年度資金収支予算令和５年度資金収支予算

地域食堂とほっとできるスペースの提供を行った
「ぴおーらキッチン」

民生委員・主任児童委員と福祉委員とで
地域課題の共有を行う「福祉連絡会」

・会費収入…………………… 8,580千円

・補助金収入………………  92,495 千円

・受託金収入………………  64,786 千円

・介護保険事業収入… ……168,788千円

・利息収入・雑収入………… 2,603千円

・福祉委員の設置・活動推進、地区社協の
  活動充実・組織強化、福祉連絡会・小地域
　ケア会議の開催など住民主体の福祉活動の
　支援や推進
・災害ボランティア・傾聴ボランティアの養
  成や、福祉意識醸成のための出前福祉教室
  の実施等
・友愛訪問・歳末たすけあい訪問、にいみ
  あんしんカードの作成等、高齢者等が安心
  して暮らしていくための支援

・居宅介護支援、訪問介護、通所介護、
  訪問入浴介護
・障害者居宅介護、生活介護、移動支援
・介護者のつどい事業等

・寄附金収入………………… 3,800 千円

・共同募金配分金収入……… 9,117千円

・事業収入…………………… 8,249 千円

・障害福祉サービス等事業収入…1,834千円

・その他の活動による収入…12,938千円

（支出の内訳）

　新見市等からの委託を受け、次の事業等
  を行います。
・生活支援コーディネーターの配置、地域に
  おける支え合い活動の推進
・ふれあいいきいきサロンの推進
・自立相談支援事業、家計改善支援事業
・法人後見・権利擁護推進事業
・日常生活自立支援事業（判断能力が不十
　分な方の金銭管理等の支援）
・ピオーラカフェ（認知症カフェ）

・社協の運営経費、福祉団体への助成等
・新見市地域福祉センターの運営
  管理等

●収入総額　373,190千円 （収入の内訳）

収支差額の 1,424 千円には、前年度末繰越金を充当します。収支差額の 1,424 千円には、前年度末繰越金を充当します。

地域福祉推進事業　10,153 千円

介護保険事業等　184,484 千円

受託事業　73,302 千円

法人運営事業　106,675 千円
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楽しみながら、活動するヒントを！

　本会では、地域活動の担い手の育成などを目的として、毎年「無理しない地域づくり講座」
を開催しています。第３期目となる今年度は、５月27日に開講し、計３回の講座を行います。
　この講座では、日頃考えていることややってみたいことを文字（簡単な企画書）や言葉（発表）
にすることで具体化し、講師のアドバイスや、他の参加者との情報交換を通じて、さらにより
良い取組になるよう深めていくもので、受講を機に地域での組織立ち上げや集いの場づくりな
どの継続的な取組に繋がった例もあります。
　３月18日には、開講に先駆けてプレ講座を実施し、昨年度の受講生の船越孝則さんによる
活動発表などを行いました。
　本会では、無理せず楽しく地域づくりに携わる人の輪を広げてまいります。

■日時：６月１８日（日）　13 時 30 分～15 時 30 分
■会場：まなび広場にいみ　小ホール
■内容：講話：災害ボランティアに関する基礎知識
　　　　講演：リスクを知れば運命が変わる～災害時に役立つ金融知識～
　　　　　　　（講師：ファイナンシャルプランナー　佐藤　香名　氏）
　　　　講話：防災に役立つ豆知識（新見市防災士の会）
■共催：新見市防災士の会

　本会では、災害が発生した場合、迅速な支援活動が行えるよう、災害ボランティアの養
成と登録を行っています。
　今回の養成講座では、災害ボランティアに関する基礎知識のほか、ファイナンシャルプ
ランナーから災害時の保険や補償制度など生活再建に必要な手続きや、防災士の会から
万が一身の回りで災害が起きてしまった場合に役立つ知識などについて学びます！ぜひ
ご参加ください。

活動発表を行った船越さん

第3期　無理しない地域づくり講座

令和５年度　災害ボランティア養成講座　

温かい雰囲気で、他の受講者との
対話を通じて、無理しない活動の
ヒントを見つけられた。

参加者大募集！

にいみ社協だより　第110号 4



　福祉委員は、自分たちの住んでいる地域の方
の困りごと等に早く気づき、民生委員・主任児
童委員や社協等につなぐ“地域のアンテナ役”
です。
　福祉委員の皆さまには、ぜひこの活動にご理
解をいただき、お住まいの地域での見守り活動
に協力をいただきますよう、よろしくお願いし
ます。

　本会では、「にいみあんしんカード」を推進しています。
　これは、高齢者の方や障がいのある方等が自宅で倒れた
時などの緊急時に、見つけた方が親族や関係者への連絡を
円滑に行うためのものです。
　地域で気になる方がいる場合や、自身のために備えたい
という方は本会まで連絡ください。

地区の民生委員や
社協等が
状況確認

地域での見守りや
福祉サービスの
利用等につながる

地域を見守るアンテナ役　福祉委員地域を見守るアンテナ役　福祉委員

にいみあんしんカードにいみあんしんカード

　地区の集まりに来なかった方のことが気に
なって家に行ってみたところ、庭先で倒れてい
るのを発見。冷蔵庫に貼ってあるあんしんカー
ドに記入のあった親族に連絡した。

■声かけ・見守り活動
・身近な地域の困りごとなどに気づ
　いた時に、民生委員や社協等に
　連絡する
・見守りが必要な高齢者などに声を
　かける（姿を見かけた時や、配り
　物をした時など）

■地域福祉活動への参加・協力
・地区社協等が実施するふれあい交
　流活動や各種会議、研修会などへ
　の参加・協力
・社協が実施する福祉連絡会などへ
　の参加・協力

実際の活用例

主な役割

冷蔵庫に
貼ってください！

気にかけるポイント

気づいたときには

電気がついているか消されているか

新聞や郵便物が溜まっていないか

雨戸やカーテンの開け閉めが
されているか

地区の民生委員や
社協等に連絡
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　当センターでは高齢者や障がい者の方等で日常生活において支援が必要な状態にも関わらず、
環境上の問題や経済的な理由等により十分な支援が受けられていない方などに対して、成年後
見制度等、適切な権利擁護の支援が行われるよう各種相談に応じます。
　また、市民後見人を含む後見人等からの相談にも応じています。

例えば･･･
・預貯金の管理や解約ができない。
・福祉施設の入所などの契約ができない。
・頼れる親族がいない。
・消費者トラブルが怖い。
・成年後見制度について勉強したい。など

※成年後見制度とは、裁判所が選任した後見人が、判断能力が
　不十分な方に代わって、契約などの法律行為や財産管理を行う制度です。

　
３
月
11
日
に
、
新
見
市
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
第
９
回
な
ん
で
も
相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
平
成
29
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
地
域
住
民
が
抱
え
る
困
り
ご
と
に
対
し

て
、
様
々
な
専
門
家
に
無
料
で
相
談
で
き
る
場

で
す
。

　
今
回
は
、
市
内
外
の
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

税
理
士
、
宅
地
建
物
取
引
士
、
一
級
建
築
士
、

社
会
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
な
ど
様
々
な

分
野
の
専
門
家
が「
相
続
」「
不
動
産
」「
借
金
」「
介

護
」「
成
年
後
見
制
度
」
な
ど
29
件
の
相
談
に
応

じ
ま
し
た
。

　
併
せ
て
会
場
で
は
、
水
島
敏
裕
司
法
書
士
を

講
師
に
迎
え
「
知
っ
て
お
き
た
い
相
続
と
遺
言

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
を
開
催
し
、

多
く
の
方
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
会
で
は
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安

心
し
て
生
活
し
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
の
た

め
に
、
身
近
な

場
所
で
誰
で
も

気
軽
に
相
談
で

き
る
機
会
を
設

け
て
ま
い
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

新見市成年後見相談センター新見市成年後見相談センター

なんでも相談会・相続に関する研修会

こんな時はぜひご相談くださいこんな時はぜひご相談ください

※※相談無料・秘密厳守※※

0867-72-7306

月曜日～金曜日 
9：00 ～17：00（土・日・祝日を除く）

受付時間

電　　話

お気軽に

ご相談く
ださい！
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香
典
返
し
】
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ご寄付ありがとうございました。ご寄付ありがとうございました。
　令和 5年 2 月 1 日から令和 5年 3 月 31 日までに、本会本所・各支所に　令和 5年 2 月 1 日から令和 5年 3 月 31 日までに、本会本所・各支所に
寄せられたご寄付について報告いたします。（敬称略・順不同）寄せられたご寄付について報告いたします。（敬称略・順不同）
　寄せられた寄付金は各種団体助成、友愛訪問事業、ふれあいいきいきサロン　寄せられた寄付金は各種団体助成、友愛訪問事業、ふれあいいきいきサロン
などの福祉活動に有意義に活用させていただいております。などの福祉活動に有意義に活用させていただいております。

令和5年
2月〜3月

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事
業
へ

食
料
等
の
寄
付

各種相談窓口を開設します

　本会では、「新見市社協中央ヘルプセンター（本所）」
と「新見市社協神郷ヘルプセンター（神郷支所）」の
２つの訪問介護事業所を運営していましたが、安定
的な介護事業の運営を目的として、４月１日から、
両事業所を統合し、新見市社協中央ヘルプセンター
の１事業所体制に変更しました。
　なお、神郷支所には訪問介護事業の出張所（神郷
サテライト）を設置し、引き続き訪問介護員を配置し、
これまでと変わらないサービスを提供しています。

５月17日（水）
６月21日（水）

５月17日（水）
６月21日（水）

9：00～12：00
9：00～12：00

10：00～15：00
10：00～15：00

法律相談予約先　電話：0867-72-7306
社協　地域福祉推進課

心配ごと相談
場所：新見市南庁舎

場所：新見市地域福祉センター
法律相談 ( 要予約 )

訪問介護事業所統合のお知らせ
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　令和３年９月から、認知症の予防や、認知症に対する理解促進、交流の機会づくりを目的と
して、認知症カフェ「ピオーラカフェ」をスタートし、３月までに計10 回実施しました。
　カフェには、認知症の方、そのご家族の方、会場の近くの方や遠くの方など、色々な方の参
加があり、毎回15 名程度で開催しています。
　保健師や運動指導士などを毎回講師に招き、健康に関する勉強を行ったりするほか、みんな
で楽しくお茶を飲みながらおしゃべりをしています。
　ピオーラカフェは、奇数月の第４水曜日に開催しています。申し込み不要ですので、どなた
でも気軽にお越しください。

認知症予防
！仲間づく

り！

ピオーラカフェにぜひお越しください

介護者のつどい・くつろぎの家

次回ピオーラカフェの予定

期　日：５月２４日（水）
　　　　13:30 ～15:30

場　所：新見市地域福祉センター

内　容：・触ればわかる簡単タブレット

～気軽に楽しく！脳トレ始めませんか～

　　　　・大学生企画コーナー

参加費：２００円（申し込み不要）

期　日：６月17日（土）
　　　　10:00～15:00
場　所：神郷地域福祉センター
内　容：・笑って生涯エクササイズウォーキング
　　　　　～正しい姿勢～
　　　　・夏を彩る～自分だけの紙漉うちわ
　　　　　を作ろう！～
参加費：1,500 円
申し込み先：新見市社協　介護保険課
　　　☎0867-72-7316（要申し込み）

　在宅で介護をしている方の『心身の
リフレッシュ』『介護者同士の交流』
を目的に「介護者のつどい」を実施
します。また、参加者の要介護家族
の方が参加できる「くつろぎの家」も
同時に開設します。ともに楽しいひと
時を過ごせるよう、みなさまのご参加
をお待ちしています。
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